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材料 7 月上旬須佐氏の採集した紅玉種の幼果箆 (3~4clU)左用い，ブアン氏液にて固定しミクロト
戸ムセクシヨンを染色し?と.生休反応は生の材料を徒手切片として用いた.
観察 1.病斑部には蹴粉粒が多く残っている.(図 1) 
2.病斑部の周辺では細胞の分裂機能は見られない.図 2，B部の小型の細胞も圧迫された需に生じ
たものである.
3. H2 O2と Benzic1ill とによる反応は病斑部の病勢により種kの程度が示される.
考察 烏潟氏6)の指摘するように萎縮性生理障官ーによるリンゴの病害は種kの名称の下に各人が勝手
に命名しているのでその同定に困難を感やるものである.中間氏1).2)は n)栓化性結果病， b) 71，)匝性縮
巣病，.c)斑点性結果病の三型に分り，その原因は不明であるが同ーの原因に基 くものとしている.此の
研究に用い?と材料は a)，及び b) の症献を呈していた.そして此等は問素の駅乏によるものであり， c) 
とは区別されている 3"6) 即ち此に観察じたものは捌素Wt乏症の材料である.
第 1図 A:溺度部 B:小型細胞，
C:健全部， D:細胞間隙(約300{白
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~P 図 A:崩壊部， B:健全部(約300倍)
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• 病に報告している.前述の如く Qxydationが'寵病によ り旺盛になるが，その時消費されるのは澱粉で
はなく，殻粉分解酵素が自体内で生成する phenol類その仙の毒物のために活動出採なくなるた占うに残
るものと考えられる.健全果に比較し細胞内のi濫粉粒も多く，その粒の大さも亦整ーでない.
菌類の侵害する場合， 保護組織として特殊な居を形成3るととがある. Mac A1'ti山・女史は不正規な
分裂機能が起っているとしているめ が病斑の周辺ではその機能はみられや，叉'保護組織も存在しない.
図1K見られる小型細胞は外国の健査な細胞の生長により圧迫されたものである. それは， 多く の病斑
がとのよう な小型細胞を持たない事，ζの細胞の中にも多くの破粉粒左認める事， 叉 2--3居の細胞丈
でありその外側では直ちに大きく生長した細胞に続いている事等により判断する.
要 永ゐ
棚素掛乏に原因するりンゴの縮来病では， Oxyrlati01lが異常に盛んとな り， phellol， amillO類が多く集
積する.病斑周辺に保護組織を生やるととはなく，壊死音Il及びその周囲の細胞には液粉粒の残存が多い
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II this pap巴l'the 干凡・it巴l' l'白po1'tsthe ltllatomical observations.on the Internal co1'k anc1 Drought 
spot of apple (Jonathall)， caus日dby tl沈下lroniumdeficiellcy. l'he rea口tionof PeroxycJase 
(H2 O2十Benzic1il)is very exasp日ratein illjm匂dfruits， hut old leasions have no reactioIl to七his
rcagents; au<l phenol-， amino-substances accumluat.e 
As M. MacArthor (1040) repo1'tec1， th日i・el'emain mauy starch gi'ains inむ18leasious (1'ef. Fig. 2). 
Acconling むothe wri七日1"sopinion， this is caus巴dby the inactivity of the amylase by the 
accumulated phenol-substances. 
F30metim凶 wefiurl small c巴191Iearもhenecrotic parts of the leasions (ref. Fig. 1， B). Th巴se
small cells contact c1irectly .with the llormal olles， 乱lc1C01l七九ilmany starch graius. Not alllむa8101l9
are acompauied by them，むhereforethe可¥'1‘iterむhinkstha七hes巴 smallcells al'む 10七guanl.tisues.
